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議 事 次 第 

 

 

日 時：令和３年１１月２６日（金）１０：００～ 

場 所：ルポール讃岐大ホール 

 

 

 

 

   １ 開  会 

 

 

 

   ２ 社会資本総合整備計画等の事後評価の審議 

○ 事後評価の説明及び質疑応答 

 

   ３ 新規事業採択時評価の審議 

      〇 新規事業採択時評価の説明及び質疑応答 

 

 ４ そ の 他 

 

 

 

   ５ 閉  会 
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香川大学 名誉教授                     井原 健雄 

 

香川大学 名誉教授                      白木  渡 

 

（株）人間科学研究所 所長                 池田 弘子 

 

佐藤好美建築工房 主宰                   佐藤 好美 

 

（一社）香川経済同友会 専務理事              大谷 誠一 

 

香川大学創造工学部 教授                  角道 弘文 

 

香川大学創造工学部 教授                  末永 慶寬 

 

 

以上 ７委員（敬称略・順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2



 
 

  
 
 
 

 
 

  
   

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

      
 

3



  
 

 
 

  
  

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
    

 
 

  
 
 

 
 

 
 

  
 
 
 

 

4



  
 

 
 
  
    
     

5



6



7



 

 

香川県公共事業評価委員会傍聴要領 

 

 

（この要領の目的） 

第１条 この要領は、「審議会等の会議の公開に関する指針(平成10年3月30日策定)」(以下「指針」

という。)に基づき、香川県公共事業評価委員会の会議（以下「会議」という。）を公開する場合

における当該会議の運営上必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（傍聴席の区分） 

第２条 傍聴席は一般傍聴席と報道関係者席とに分ける。 

２ 一般傍聴席は10席とする。ただし、次条第３項ただし書の場合はこの限りでない。 

 

（傍聴の申込み、受付） 

第３条 一般傍聴席で会議を傍聴しようとする者は、会議の開催時刻30分前から開催時刻までの間に、

関係の係員に申し出て、備え付けの傍聴受付簿に住所及び氏名を記載し、傍聴の申込みをしなけれ

ばならない。 

２ 前項の申込みの受付は、次条に掲げる者を除き，先着順で行うものとする。 

３ 一般傍聴席で会議を傍聴できる者は、傍聴受付簿に記載した先着10名とする。ただし、会議の議

長が、特に必要があると認めたときは、会議の会場のスペース等を勘案のうえ、一般傍聴席の数を

増加し、当該増加席数に応じ、次順位者から傍聴を認めることができるものとする。 

４ 傍聴人は、会議の議長の指示に従い，会議の会場に入場しなければならない。 

 

（傍聴席へ入場できない者） 

第４条 次に掲げる者は、会議の会場に入場することができない。 

 一 酒気を帯びていると認められる者 

 二 異様な服装をしている者 

 三 きょう器その他危険物と認められる物品を携帯し又は獣類を連れた者 

 四 かさ、のぼり、標識、びら、看板、その他これらに類するものを携帯した者 

 五 その他審議を妨害することを疑うに足りる顕著な事情が認められる者 

 

（傍聴人の遵守事項） 

第５条 傍聴人は、次の事項を守らなければいけない。 

 一 拍手その他公然と可否を表明し、又は騒ぎ立てる等審議を妨害しないこと。 

 二 帽子、外とうの類を着用しないこと。 

 三 飲食物を持ち込んで飲食しないこと。 

 四 不作法な姿勢をしないこと。 

8



 

 

 五 所定の席にて傍聴を行うこと。 

 六 会議の議長の許可なく、会議の模様を撮影し、録音しないこと。 

 七 その他秩序を乱すおそれのある行為をしないこと。 

 八 指針第３項ただし書に基づき、会議が非公開とされた場合には、会議の議長の指示に従い、速

  やかに退場すること。 

（会場の秩序維持） 

第６条 傍聴人において前条の規定を守らない者があるときは、会議の議長は、これを注意し、なお

守らないときは退場を命じることができる。 

  附   則 

１ この要領は、平成１９年１１月１日から施行する。 
２ この要領は、平成２４年８月１７日から施行する。 
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令和3年度 【事後評価】 対象計画 総括表
令和3年11月

着手
年度

完了
年度

1
社会資本総合整備計画

安全・安心な通学路づくり（防災・安全）

「通学路交通安全プログラム」に基づく通学路点検や「自転車
ネットワーク計画」により対策が必要となった箇所において、歩
行者や自転車が安全で安心して通行できる通学路等の生活
空間を創出する。

香川県
他8市町

34,584 
・歩道整備：52km
・自転車歩行者道整備：32km
・自転車道：9km

香川県内
2017
(H29)

2021
(R03)

継続 【資料2】

2
社会資本総合整備計画

安全・安心なみちづくり（防災・安全）

歩行者・自転車・自動車等が安心して歩行・通行できる道づくり
を行うとともに、道路利用者である県民の交通安全意識を高
め、安全、安心なまちづくりを進める。

香川県
他12市町

23,279 

・現道拡幅：20km
・法面対策：20㎞
・舗装修繕：358km
・電線共同溝：6㎞

香川県内
2017
(H29)

2021
(R03)

継続 【資料3】

3

社会資本総合整備計画

市街地における安全・安心な通学路づくり
（防災・安全）

歩行者空間及び自転車走行空間の確保や分離を行い、安全
確保を図るとともに、都市景観の向上及び緊急輸送路等の防
災機能の強化を図る。

香川県
他1市

4,070 

・現道拡幅：7路線
・無電柱化：３路線
・幅員再配分：１路線
・引き込み設備：１路線
・ポケットパーク整備：１路線
計９路線（複合して事業を実施している路線有）

香川県内
2017
(H29)

2020
(R02)

継続 【資料4】

4
社会資本総合整備計画

地震に強いまちづくり（防災・安全）

小豆島町の住民の安全性の確保、防災機能の向上を図り、安
全・安心なまちづくりを実現する。

小豆島町 46 ・指定避難所の耐震化　１箇所 小豆島町
2020
(R02)

2020
(R02)

完了 【資料5】

5

社会資本総合整備計画

丸亀市における地域の暮らしを守る安全・安
心な下水道づくり（防災・安全）

下水道施設の老朽化対策及び事前防災・減災対策を図り、市
民の安全・安心な暮らしを守る。

丸亀市 1,153 

・ポンプ場施設改築事業
　汚水ポンプ改修等
・管渠改築更新事業
　管渠更生L=1.16㎞

丸亀市
2017
(H29)

2021
(R03)

継続 【資料6】

6

社会資本総合整備計画

音を観る街観音寺市の下水道づくり（防災・
安全）

観音寺市の下水道施設の老朽化対策及び事前防災・減災対
策を図り市民の安全・安心な暮らしを守る。

観音寺市 1,547 

【基幹事業】
処理場　　　　１施設
ポンプ場　　　２施設
下水道整備（φ900mm）　L=195.6m
下水道整備（φ1000mm）　L=74.00m
下水道整備（φ1200mm）　L=90.37m
下水道整備（φ650mm）　L=264.55m
マンホール　　1箇所

【効果促進事業】
内水ハザードマップ作成　1.0式
（観音寺処理区・第2-1排水区）

観音寺市
2017
(H29)

2021
(R03)

継続 【資料7】

7
観音寺第2ポンプ場　大規模雨水処理施設
整備事業計画

観音寺第2ポンプ場は計画流入水量と比べ排水能力不足と
なっており、浸水被害を未然に防止するために、新たに雨水ポ
ンプを増設し、雨水排水能力を増強する。

観音寺市 486 第2ポンプ場ポンプ増設　1台 観音寺市
2020
(R02)

2021
(R03)

完了 【資料8】

計画の名称 計画の目標 要素事業の概要事業主体
R3以降

継続計画
策定予定

摘    要
全　体
事業費
(百万円)

番号

計画期間
事業
実施
箇所
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令和3年度 【事後評価】 対象計画 総括表
令和3年11月

着手
年度

完了
年度

計画の名称 計画の目標 要素事業の概要事業主体
R3以降

継続計画
策定予定

摘    要
全　体
事業費
(百万円)

番号

計画期間
事業
実施
箇所

8

社会資本総合整備計画

市街地における安全・安心な下水道づくり
（防災・安全）

下水道施設の老朽化対策及び事前防災・減災対策を図り、市
民の安全・安心な暮らしを守る。

高松市 8,033 

・浸水対策事業
　雨水管渠 L=2.0km
　ポンプ場1施設
・下水道総合地震対策事業
　管渠耐震化 L=3.5km
・下水道総合地震対策事業
　終末処理場4施設
　ポンプ場27施設
・長寿命化支援制度事業
　管渠改築 L=1.8km
・ストックマネジメント支援制度事業
　管渠改築 L=10.7km
・長寿命化支援制度事業
　終末処理場3施設
　ポンプ場1施設
・ストックマネジメント支援制度事業
　終末処理場4施設
　ポンプ場34施設

高松市
2017
(H29)

2021
(R03)

継続 【資料9】

9

社会資本総合整備計画

さぬき市における暮らしを守る安全・安心な
下水道づくり（防災・安全）

さぬき市の下水道施設の老朽化対策及び事前防災・減災対策
を図り、市民の安全・安心な暮らしを守る。

さぬき市 434 

雨水ポンプ場３施設
汚水処理場１施設
ストックマネジメント計画策定一式
管路耐震診断Ｌ＝17.3㎞
耐震診断３施設
耐水化計画策定一式

さぬき市
2017
(H29)

2021
(R03)

継続 【資料10】

10
農山漁村地域整備計画

さぬき市漁業集落排水施設の機能保全計画

漁業集落排水施設（２地区）を対象に機能保全計画を策定す
ることで、老朽化している排水施設の計画的な更新計画を策
定することにより維持管理・更新に係るトータルコストを縮減
し、費用を平準化し、漁業集落における住民の安心・安全な生
活環境を確保する。

さぬき市 10 機能診断・機能保全計画策定：　２地区 さぬき市
2020
(R02)

2020
(R02)

完了 【資料11】

11

農山漁村地域整備計画

漁港における海岸保全施設の長寿命化計画
策定の推進

漁港における海岸保全施設の機能診断調査及び長寿命化計
画の策定を行うことにより，海岸堤防等の老朽化対策を計画
的に推進できることから，人命や資産を防護するとともに、維
持管理・更新に係るトータルコストを縮減し、費用を平準化す
る。

香川県 203 

・機能診断：
　　57漁港海岸
・長寿命化計画策定：
　　57漁港海岸

香川県内
2017
(H29)

2020
(R02)

完了 【資料12】

12
農山漁村地域整備計画

さぬき市の漁港における高潮対策の推進

漁業地域を対象に高潮等に対する被害から背後に密集する
集落の安全・安心な市民生活を確保する。

さぬき市 220 
・胸壁　　　　 L=220m
・陸こう　　　  N=8基
・簡易水門　　N=1基

さぬき市
2016
(H28)

2020
(R02)

完了 【資料13】

13

農山漁村地域整備計画

小豆島町の漁業地域における高潮対策の推
進

漁業地域を対象に高潮等に対する被害から背後に密集する
集落の安全・安心な町民生活を確保する。

小豆島町 326 
護岸改良 L=282.4m
胸壁 L=730.3m
陸こう N=26基,水門 N=2基

小豆島町
2016
(H28)

2020
(R02)

完了 【資料14】

社会資本総合整備計画等　　　審議対象　　13計画
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■令和３年度　事後評価対象事業一覧表

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

安全・安心な通学路が必要な箇所に対し、対策
を実施した割合の向上
=Σ対策済箇所数／Σ要対策箇所数

%
0

(0/130)

51

(66/130)

35

(46/130)
【箇所】

69%

県内の交通事故の死傷者数減少割合
=｛(H28年の交通事故の死傷者数-評価前年の
交通事故の死傷者数)／H28年の交通事故の死
傷者数｝×100

% 0

3.4

｛(8,495-
8,200)/8,
495｝×

100

46

｛(8,434-
4,514)/8,
434｝×

100
【人】

1353%

2

社会資本総合整備計画

安全・安心なみちづくり
（防災・安全）

香川県
他12市町

23,379
2017
(H29)

2021
(R03)

有

歩行者・自転車・自動車等が安心し
て歩行・通行できる道づくりを行うと
ともに、道路利用者である県民の
交通安全意識を高め、安全、安心
なまちづくりを進める。

・現道拡幅：20km
・法面対策：20㎞
・舗装修繕：358km
・電線共同溝：6㎞

【一定の効果があった】
・事業の実施により、道路を
安全に通行できるようになる
台数が45％増加し、利用者
が道路を安全に通行できるよ
うになった。

【進捗が不十分】

・進捗率（事業費ベース）
　39%

・一部、予算確保が十分でな
かったため、進捗が遅れてい
るものがある。

・安全通行確保台数が多い箇
所など、優先順位の高い箇所
から優先的に予算配分し、早
期の効果発現に努めた。

安全通行確保率
Σ（各事業箇所の安全通行確保台数）／Σ（各
事業箇所の通行台数）

%

0

(0/967,7
32)

68

(656,167
/967,732

)

45

(435,708
/967,732

)
【台】

66%

【継続】
・早期に事業効果が発現でき
るよう、予算確保に努め、事
業の進捗を図る。

【資料３参照】
令和４年度においても、
交付金事業を活用して、
「安全・安心なみちづくり
（防災・安全）」を継続し
て実施する。

3

社会資本総合整備計画

市街地における安全・安
心な通学路づくり（防災・
安全）

香川県
他1市

4,070
2017
(H29)

2020
(R2)

有

・歩行者空間及び自転車走行空間
の確保や分離を行い、安全確保を
図るとともに、都市景観の向上及び
緊急輸送路等の防災機能の強化
を図る。

・現道拡幅：7路線
・無電柱化：３路線
・幅員再配分：１路線
・引き込み設備：１路線
・ポケットパーク整備：１路線
計９路線（複合して事業を実
施している路線有）

【十分な効果があった】

・事業の実施により、歩行者
及び自転車が安全に通行で
きるようになる人数（台数）が
2,636人（台）確保された。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　96%

・一部、予算確保が十分でな
かったため、進捗が遅れてい
る事業もあるが、概ね計画通
り進捗している。

安全通行確保人数

Σ｛(各路線を通行する歩行者及び自転車の人
(台)数/12h）×（各路線の対策:完了1、未完成
0）｝

人 0 2573 2,636 102%

【継続】
・引き続き、街路の整備を行
い歩行者及び自転車が安全
に通行できる空間の確保に務
める。
・早期の効果発現のため、重
点整備に努める。

【資料４参照】
令和４年度においても、
交付金事業を活用して、
「市街地における安全・
安心な通学路づくり（防
災・安全）」を継続して実
施する。

4

社会資本総合整備計画

地震に強いまちづくり
（防災・安全）

小豆島町 37
2020
(R02)

2020
(R02)

無

小豆島町の住民の安全性の確保、
防災機能の向上を図り、安全・安心
なまちづくりを実現する。

・指定避難所の耐震化　１箇
所

【十分な効果があった】

建築基準法第12条第1項の
規定による定期報告で、既存
不適格の指摘を受けており、
防災上指定避難所として改
善の必要がある施設であっ
た。
南海トラフ地震などの巨大地
震へ備え、効果的な対策を
実施することが出来た。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　100%

指定避難所として、吊り天井の落下により収容
不能となる避難者数

人 106 0 0 100%

【完了】
・小豆島町池田地区の重要な
指定避難所として引き続き活
用

【資料５参照】

③ 全体
事業費

（百万円）
項目 所属 No.

① 事業名
（計画の名称）

②
事業
主体

34,584

⑭ 今後の方針 備考
⑩ 要素事業の進捗状況 ⑪ 定量的指標

⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標 ⑧ 事業概要 ⑨ 事業効果の発現状況

2

都
市
計
画
課

1

道
路
課

1

社会資本総合整備計画

安全・安心な通学路づく
り（防災・安全）

香川県
他8市町

④
着手
年度

⑤
完了
年度

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　67%

・予算確保が十分でなかった
こと及び用地取得が難航した
ことにより進捗が遅れている
事業もあるが、概ね計画通り
進捗している。

【継続】
・早期に事業効果が発現でき
るよう、予算確保に努め、事
業の進捗を図る。

・用地難航箇所においては、
地権者に対する説明回数を
増やし、理解を求めていく。

【資料２参照】
令和４年度においても、
交付金事業を活用して、
「安全・安心な通学路づく
り（防災・安全）」を継続し
て実施する。

【一定の効果があった】
通学者（徒歩通学・自転車通
学）が安心して通学できる歩
道及び自転車歩行者道が
29.16km整備され、安全に安
心して通行できる空間を確保
し、一定の効果を確認した。

2017
(H29)

2021
(R03)

有

「通学路交通安全プログラム」に基
づく通学路点検や「自転車ネット
ワーク計画」により対策が必要と
なった箇所において、歩行者や自
転車が安全で安心して通行できる
通学路等の生活空間を創出する。

・歩道整備：52km
・自転車歩行者道整備：32km
・自転車道：9km
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■令和３年度　事後評価対象事業一覧表

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

③ 全体
事業費

（百万円）
項目 所属 No.

① 事業名
（計画の名称）

②
事業
主体

⑭ 今後の方針 備考
⑩ 要素事業の進捗状況 ⑪ 定量的指標

⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標 ⑧ 事業概要 ⑨ 事業効果の発現状況
④

着手
年度

⑤
完了
年度

丸亀市の下水道施設（ポンプ場）における長寿
命化計画及びストックマネジメント計画による改
築率

下水道長寿命化計画及びストックマネジメント計
画（ポンプ場）に基づいて改築した施設数（施
設）／改築が必要な施設数（施設）

%
39

(15/39)

72

(28/39)

64

(25/39)
【施設】

89%

(R2末時
点)

丸亀市の下水道施設（管渠）における長寿命化
計画及びストックマネジメント計画による改築更
新率

下水道長寿命化計画及びストックマネジメント計
画（管渠）に基づいて改築更新した延長（㎞）／
改築更新が必要な延長（㎞）

%

29

(0.331/
1.16)

100

(1.16/
1.16)

100

(1.16/
1.16)
【km】

100%

下水道施設における長寿命化率

ストックマネジメント計画に基づいて改築更新し
た施設数（施設）/改築更新の必要がある施設
数（施設）

%
0

（0/4）
100

（4/4）

50
（2/4）
【施設】

50%

下水道施設（処理場・ポンプ）における耐震・津
波診断実施率

耐震・津波診断を実施した施設数（施設）/耐震・
津波診断が必要な施設数（施設）

%
0

（0/3）
100

（3/3）

100
（3/3）
【施設】

100%

下水道施設（処理場・ポンプ）における耐震化率

最低限の耐震性が確保できた施設数（施設）/
優先的に耐震性の確保が必要な施設数（施設）

%
0

（0/3）
33

（1/3）

33
（1/3）
【施設】

100%

7
観音寺第2ポンプ場　大
規模雨水処理施設整備
事業計画

観音寺市 486
2020
(R02)

2021
(R03)

無

　観音寺第2ポンプ場は計画流入
水量と比べ排水能力不足となって
おり、浸水被害を未然に防止する
ために、新たに雨水ポンプを増設
し、雨水排水能力を増強する。

・雨水ポンプ施設の排水能力
の向上
　第2ポンプ場ポンプ増設　1
台

【十分な効果があった】
ポンプ施設の増設により排水
能力5.65m3/sから計画流入
水量10.75m3/sへ排水能力
の向上が図れた。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　100%

第2ポンプ場雨水ポンプ設備の排水能力 m3/S 5.65 10.75 10.75 100%

【完了】 【資料８参照】

下
水
道
課

2017
(H29)

5

社会資本総合整備計画

丸亀市における地域の
暮らしを守る安全・安心
な下水道づくり（防災・安
全）

丸亀市 1,153

3

【資料６参照】
令和3年度からは社会資
本総合整備計画(防災･
安全社会資本整備交付
金)「丸亀市における地域
の暮らしを守る安全･安
心な下水道づくり(防災･
安全)(第2期)」に移行し、
実施している。

6

社会資本総合整備計画

音を観る街観音寺市の
下水道づくり（防災・安
全）

観音寺市 1,547
2017
(H29)

2021
(R03)

有

観音寺市の下水道施設の老朽化
対策及び事前防災・減災対策を図
り市民の安全・安心な暮らしを守
る。

【基幹事業】
処理場　　　　１施設
ポンプ場　　　２施設

下水道整備（φ900mm）
L=195.6m
下水道整備（φ1000mm）
L=74.00m
下水道整備（φ1200mm）
L=90.37m
下水道整備（φ650mm）
L=264.55m
マンホール　　1箇所

【効果促進事業】
内水ハザードマップ作成　1.0
式
（観音寺処理区・第2-1排水
区）

有
下水道施設の老朽化対策及び事
前防災・減災対策を図り、市民の安
全・安心な暮らしを守る。

・ポンプ場施設改築事業
　汚水ポンプ改修等

・管渠改築更新事業
　管渠更生L=1.16㎞

【十分な効果があった】

・ポンプ場施設の改築工事の
実施により、施設の標準耐用
年数である15年の延命化が
図れた。
・管渠の改築工事の実施に
より、施設の標準耐用年数で
ある50年の延命化が図れ
た。

2021
(R03)

【計画通り進捗】

・進捗率(事業費ベース）
　　87.3%

・R3から新計画に移行したた
め、進捗率が低くなっている
が、計画通り進捗している。

【一定の効果があった】
・処理場及びポンプ場２施設
の耐震診断を実施した。

・ポンプ場１施設の耐震工事
を施工した。

・老朽化対策としての下水道
ストックマネジメント計画に基
づき対策優先度、重要度を
総合的に判断し管渠の老朽
化対策を実施した。

【概ね計画通り進捗】
・進捗率（事業費ベース）
　　99.1%

・遅延理由、原因
　観音寺第2ポンプ場の耐震
工事と大規模雨水処理施設
整備事業計画において整備
するポンプ増設工事との工期
調整による。
・対応状況
　工期調整の為一部耐震工事
を令和４年度へ繰越する。

【継続】
・時期計画においては、耐震
化率の向上を図るとともに、
ストックマネジメント計画の見
直しにより、改築更新が必要
な管渠について管更正を行
う。
・財源不足により達成できな
かった人孔の改築更新につ
いては、優先項目として改築
更新する。

【資料７参照】

【継続】
・ポンプ場施設及び管渠の老
朽化対策については、新計画
に移行しているが、引き続き
改築工事を進め、施設の延命
化を図る。
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■令和３年度　事後評価対象事業一覧表

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

③ 全体
事業費

（百万円）
項目 所属 No.

① 事業名
（計画の名称）

②
事業
主体

⑭ 今後の方針 備考
⑩ 要素事業の進捗状況 ⑪ 定量的指標

⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標 ⑧ 事業概要 ⑨ 事業効果の発現状況
④

着手
年度

⑤
完了
年度

都市浸水対策達成率

浸水対策完了済み面積（ha）／ 浸水対策を実
施すべき面積(ha)

%

48.5
（2,834.7
/5,846.9

）

49.1
（2,872.5
/5,846.9

）

48.8
（2,853.5
/5,846.9

）
【ha】

50%

下水道施設（管渠）における耐震化率

最低限の耐震性が確保できた管渠延長 ／ 管
渠（汚水・雨水）管理延長

%
35.7

（495.9/
1,391.0）

39.1
（564.7/
1,442.7）

39.1
（564.7/
1,442.7）

【km】

100%

下水道施設（処理場・ポンプ場）における耐震診
断実施率

H29以降に耐震診断を実施した施設数(施設) /
H29現在、耐震診断が未実施で耐震診断が必
要な施設数(施設)

%
0

(0/42)
100

(42/42)

100
(42/42)
【施設】

100%

下水道施設（管渠）における長寿命化率

ストックマネジメント計画に基づいて改築更新し
た施設(管渠) / 改築更新の必要がある施設（管
渠）

%
0

（0/14.7）

100
（14.7/
14.7）

85
（12.5/
14.7）
【km】

85%

下水道施設（処理場・ポンプ場）における長寿命
化率

ストックマネジメント計画に基づいて改築更新し
た施設数(施設) / 改築更新の必要がある施設
数（施設）

%
0

(0/42)
100

（67/67）

47.8
（32/67）
【施設】

48%

・施設改築及び計画策定
　雨水ポンプ場３施設
　汚水処理場１施設
　ストックマネジメント計画策
定一式

【十分な効果があった】
・雨水排水や汚水浄化処理
能力の向上につながった。

【計画通り進捗】
・進捗率（事業費ベース）
　　100.0% 下水道施設（処理場・ポンプ場）における長寿命

化率

長寿命化及びストックマネジメント計画に基づい
て改築した施設／改築が必要な施設

%
0

(0/4)
100
(4/4)

100
(4/4)

【施設】
100%

【継続】
ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画に基づいて
改築すべき施設の優先順位
に配慮し、改築及び修繕を進
める。

・耐震・耐水対策
　管路耐震診断Ｌ＝17.3㎞
　耐震診断３施設
　耐水化計画策定一式

【効果については検討中】
・耐震診断業務を進めたが、
予算の確保が追い付かず、
今年度耐震診断業務を４施
設中３施設で実施している。
要耐震補強工事の場合は、
次期計画において耐震補強
工事を進めていく。

【進捗が不十分】
・進捗率（事業費ベース）
　　72.3%
・遅延理由、原因
　予算の確保が十分でなく、
耐震改築工事までできなかっ
た。
・対応状況
　財政担当課と協議を重ね進
めていく。

下水道施設（処理場・ポンプ場）における耐震化
率

最低限の耐震性が確保できた施設数（施設）／
優先的に耐震性の確保が必要な施設数（施設）

%
0

(0/4)
50

(2/4)

0
(0/4)

【施設】
0%

【継続】
耐震診断で不適とされた施設
及び管路等を耐震化する。耐
震改築工事において、耐震診
断に係る時期も含めること。
また、遅延対策（予算化でき
ない場合等）として、優先順位
の見直しを図ること。

下
水
道
課

3

8

社会資本総合整備計画

市街地における安全・安
心な下水道づくり（防災・
安全）

高松市 8,033
2017
(H29)

2021
(R03)

有
下水道施設の老朽化対策及び事
前防災・減災対策を図り、市民の安
全・安心な暮らしを守る。

・浸水対策事業
　雨水管渠 L=2.0km
　ポンプ場1施設

・下水道総合地震対策事業
　管渠耐震化 L=3.5km

・下水道総合地震対策事業
　終末処理場4施設
　ポンプ場27施設

・長寿命化支援制度事業
　管渠改築 L=1.8km

・ストックマネジメント支援制度
事業
　管渠改築 L=10.7km

・長寿命化支援制度事業
　終末処理場3施設
　ポンプ場1施設
　
・ストックマネジメント支援制度
事業
　終末処理場4施設
　ポンプ場34施設

2021
(R03)

【資料１０参照】

有
さぬき市の下水道施設の老朽化対
策及び事前防災・減災対策を図り、
市民の安全・安心な暮らしを守る。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　86％

・予算確保が十分でなかった
ため、進捗が遅れている事業
もあるが、概ね計画通り進捗
している。

【継続】
・下水道総合地震対策計画に
基づき、施設の改築更新時期
と調整の上、耐震対策を順次
行う。

・ストックマネジメント計画に基
づき、施設の計画的な改築更
新を引き続き行い、より効率
的な防災・減災対策を図る。

・下水道施設耐水化計画を策
定し、順次、施設の耐水化を
図る。

・国等へ適切に要望を行い、
計画目標どおりの予算確保に
努める。

【資料９参照】
国庫補助の優先配分を目的
に、平成30年度から、「市街
地における安全・安心な下
水道づくり（防災・安全）（重
点計画）」を追加し、そのうち
浸水対策については、当該
計画に完全移行して実施
し、令和２年度からは、さら
に個別補助事業（大規模雨
水処理施設整備事業）へと
移行し、実施している。

【一定の効果があった】
・浸水対策事業
事業の主要部分であるバイ
パス幹線の整備が完了した。
ポンプ場供用まで貯留施設と
して暫定供用を予定。ポンプ
場工事は、令和８年度の事
業完了を目指し、整備中。

・総合地震対策事業（管路）
鉄道軌道下及び1次緊急輸
送路に埋設の管路のうち、
3.5km区間について耐震化が
完了し、評価指標の目標値
を達成した。また、施設長寿
命化も図ることができた。

・総合地震対策事業（処理
場・ポンプ場）
耐震診断を行ったいずれの
施設においても、想定地震力
に対して一部部材の耐力が
不足していることが判明し
た。
　診断結果等を基に、対策優
先度の選定を行い、今後の
耐震対策として第２期総合地
震対策計画を策定した。

・ストックマネジメント支援事
業（管路）
老朽化した管路施設のうち、
劣化等の著しい12.7kmの改
築工事を実施し、計画延長
の85％が完了した。更新コス
トの低減や事故の未然防止
等が図られ、持続的な下水
道事業に寄与した。

・ストックマネジメント支援事
業（処理場・ポンプ場）
処理場４施設、ポンプ場３施
設において、汚泥ポンプ等の
機械設備、中央監視設備等
の電気設備の改築工事を実
施し、老朽化した設備の更新
により施設の機能維持が図
れた。

9

社会資本総合整備計画

さぬき市における暮らし
を守る安全・安心な下水
道づくり（防災・安全）

さぬき市 434
2017
(H29)
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■令和３年度　事後評価対象事業一覧表

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

③ 全体
事業費

（百万円）
項目 所属 No.

① 事業名
（計画の名称）

②
事業
主体

⑭ 今後の方針 備考
⑩ 要素事業の進捗状況 ⑪ 定量的指標

⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標 ⑧ 事業概要 ⑨ 事業効果の発現状況
④

着手
年度

⑤
完了
年度

10

農山漁村地域整備計画

さぬき市漁業集落排水
施設の機能保全計画

さぬき市 10
2020
(R02)

2020
(R02)

無

漁業集落排水施設（２地区）を対象
に機能保全計画を策定することで、
老朽化している排水施設の計画的
な更新計画を策定することにより維
持管理・更新に係るトータルコスト
を縮減し、費用を平準化し、漁業集
落における住民の安心・安全な生
活環境を確保する。

機能診断・機能保全計画策
定：　２地区

【十分な効果があった】

・漁業集落排水施設の細部
にわたる点検調査により、部
品の損傷や老朽化による故
障及び耐用年数による機材
等の更新時期等が判明し、こ
の機能保全計画を基に今後
の更新及び修繕等の事業が
スムーズに行われることを確
認している。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　74.8％

・計画した事業は完了
漁業集落排水施設の機能保全計画策定率

＝策定地区数/策定目標地区数
% 0 100

100
(2/2)

【策定地
区】

100%

【完了】 【資料１１参照】

11

農山漁村地域整備計画

漁港における海岸保全
施設の長寿命化計画策
定の推進

香川県 203
2017
(H29)

2020
(R02)

無

漁港における海岸保全施設の機能
診断調査及び長寿命化計画の策
定を行うことにより、海岸堤防等の
老朽化対策を計画的に推進できる
ことから、人命や資産を防護すると
ともに、維持管理・更新に係るトー
タルコストを縮減し、費用を平準化
する。

・機能診断：
　　57漁港海岸

・長寿命化計画策定：
　　57漁港海岸

【一定の効果があった】

・漁港海岸の海岸堤防等の
施設を全て点検・診断し、状
態を適切に把握し、計画的な
維持管理・更新のための長
寿命化計画を策定できた。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　80.0%

漁港海岸保全施設の長寿命化計画策定率

＝計画策定済漁港海岸数/漁港海岸数
％ 0 100

100
(57/57)
【漁港海

岸】

100%

【完了】 【資料１２参照】

12

農山漁村地域整備計画

さぬき市の漁業地域に
おける高潮対策の推進

さぬき市 220
2016
(H28)

2020
(R2)

無

・漁業地域を対象に高潮等に対
する被害から背後に密集する集
落の安全・安心な市民生活を確
保する。

・胸壁　　　　 L=220m
・陸こう　　　  N=8基
・簡易水門　　N=1基

【十分な効果があった】

・30㎝～50㎝の胸壁を整備
することにより、過去最高潮
位と同じ高さまで潮位上昇し
たとしても、浸水被害を防ぐ
ことができるようになった。ま
た、耐震対策についても併せ
て実施し、津波に対しても浸
水被害を防ぐことができるよ
うになった。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　93.7%

・計画した事業は完了

防護面積41.5haの確保
（過去最高潮位（H16)による浸水想定面積）

ha 0 41.5 42 100%

【完了】 【資料１３参照】

13

農山漁村地域整備計画

小豆島町の漁業地域に
おける高潮対策の推進

小豆島町 326
2016
(H28)

2020
(R02)

無

漁業地域を対象に高潮等に対する
被害から背後に密集する集落の安
全・安心な町民生活を確保する。

護岸改良 L=282.4m
胸壁 L=730.3m
陸こう N=26基,水門 N=2基

【十分な効果があった】

・現況地盤から90㎝～170㎝
分、護岸を嵩上改良、胸壁を
新たに設置したことにより、
平成16年台風16号による高
潮DL=3.34m(既往最高潮位)
と同じ高さまで潮位上昇した
としても、浸水被害を防ぐこと
ができるようになった。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　　93%

・計画した事業はR2までに完
了

防護面積11.3haの確保 ha 0 11.3 11.3 100%

【完了】 【資料１４参照】
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令和３年度 事業評価 【新規事業採択時評価】 対象事業位置図

○数字は評価対象番号

②①事業間連携砂防等事業 日与次川

この地図は国土交通省四国地方整備局の承認を得て、デジタル道路地図データベースを編集作成したものである

①

②事業間連携砂防等事業 中筋上川

③

④

③事業間連携砂防等事業 東大谷南川

④事業間連携砂防等事業 高尾戸川
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令和３年度　事業評価 【新規事業採択時評価】 対象事業総括表

令和3年11月現在

1 事業間連携砂防等事業 日与次川 香川県
さぬき市

鴨庄
2022年
（R4）

2024年
（R6）

320

　本渓流は、保全対象として県道
大串志度線255m、市道181m及び
人家15戸を含む土石流危険渓流
である。流域には多量の土砂が堆
積しており、将来の大雨により土
石流が発生する危険性が高まっ
ている状況にあり、土砂災害が発
生すれば、下流に甚大な被害が
発生する可能性がある。このこと
から早期の土砂災害対策が必要
である。

実施 【資料16】

2 事業間連携砂防等事業 中筋上川 香川県
小豆島町

苗羽
2022年
（R4）

2024年
（R6）

240

　本渓流は、保全対象として町道
（避難路）2,697m、二級河川中筋
川771m及び人家119戸を含む土
石流危険渓流である。流域には多
量の土砂が堆積しており、将来の
大雨により土石流が発生する危険
性が高まっている状況にあり、土
砂災害が発生すれば、下流に甚
大な被害が発生する可能性があ
る。このことから早期の土砂災害
対策が必要である。

実施 【資料17】

3 事業間連携砂防等事業 東大谷南川 香川県
高松市

国分寺町
2022年
（R4）

2024年
（R6）

250

　本渓流は、保全対象として県道
高松善通寺線（第2次緊急輸送
路）170m、JR予讃線110m及び人
家31戸を含む土石流危険渓流で
ある。流域には多量の土砂が堆積
しており、将来の大雨により土石
流が発生する危険性が高まってい
る状況にあり、土砂災害が発生す
れば、下流に甚大な被害が発生
する可能性がある。このことから
早期の土砂災害対策が必要であ
る。

実施 【資料18】

4 事業間連携砂防等事業 高尾戸川 香川県
三豊市
詫間町

2022年
（R4）

2026年
（R8）

210

　本渓流は、保全対象として県道
詫間仁尾線（第2次緊急輸送路）
208m、市道168m及び人家74戸を
含む土石流危険渓流である。流域
には多量の土砂が堆積しており、
将来の大雨により土石流が発生
する危険性が高まっている状況に
あり、土砂災害が発生すれば、下
流に甚大な被害が発生する可能
性がある。このことから早期の土
砂災害対策が必要である。

実施 【資料19】

総事業費
（百万円）

事業完了
予定年度

対応方針
（案）

事業の必要性等 摘要着手年度
評価
対象
番号

事　業　名 道路･河川名等 事業主体 工事箇所
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